









































































































































































































































(23) しかし､このところは日曜日などは人と 人とが ぶつかり合うは
どのにぎわいをみせている｡(毎日,1990,9,4,朝)


























































































































































(44) 仕事ノ都合 ト-イェドモ､親ガ子供 卜離レ合ッテ暮ラスノ-､良
クナィ｡


















































































































































































































































































































































































































































(22) 広志ガ洋子 トモクレアック ｡-広志 卜洋子ガモクレアック｡
のように､ (まともの相互構文)をも作りうる｡
[Ⅲ.5] (対象)とこ格の (相方)を取る三項動詞






(23) 広志- 洋子 トプレゼントヲ贈 り合ッタ｡























































































































































































































































































































相互構文) ｢広志ガ武志 卜頗ヲ殴り合ッタ｣が､｢広志ガ武志 卜殴 り合ッ
タ｣ことに外ならないのに対して､ (第三者の相互構文) ｢広志ガ武志 卜




























































































































































































































































































































姫野 呂子1982 ｢対称関係を表す複合動詞-｢～あう｣と ｢～あわせる｣をめ
ぐって-｣『日本語学校論集』9号
井上 和子1974 『変形文法と日本語(千)』大修館書店
宮島 達夫1972 『動詞の意味り三日法の記述的研究』秀英出版
仁田 義雄1974 ｢対称動詞と半対称動詞と非対称動詞｣『国語学研究』13号
奥津敬-潤;1967 ｢対称関係構造とその転形｣『日本語研究』
1990,12,12
付記
本稿執筆の日付は､1990年12月12日である｡1988年､大阪大学文学部に勤めて以
来､断続的に 『日本語動詞文の意味と構文』といった何分析かの本を書くため､草
稿を書いていた｡『ヴォイス』の ｢使役｣｢受身｣の主要部分､『格』の主要部分に
ついて､とりあえず文章化し､｢相互構文｣についての草稿を書き終えたのが､ こ
の1990年12月12日である｡以後 『アスペクト』の巻の草稿を書き進め､講義をして
いさながら､草稿に訂正 ｡改良を加えるつもりであったが､ある事のため､草稿を
元にした講義は続けたものの､残念ながら､新たに草稿を書くこと､改稿すること
への精神的余裕がなかった｡未だ作業を再開できずにいる｡当時､40代だった私は､
現在では50代になってしまったo日本語学の世界の進展の早さに､草稿を現時点で
も意味のあるものに改善する大変さに､おののいている｡1990年以後発表したヴォ
イス関係の4編の論文は､いづれも草稿から抜いたものである｡大阪大学文学部を
去るに当たって､なるたけ早い時期における全面改稿 ｡全面公刊の思いを抱きつつ､
大阪大学文学部での10年間の思い出として､草稿の一部をそのまま印刷に付すこと
に した｡
(1997,12,6)
(文学部 併任教授)
